
令和８年度　横浜市栄図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・区内の中学校の生徒による「ビブリオバトルin SAKAE」を開催（12月）
・作家などを講師に迎えた読書活動推進講演会を開催（2-3月）

・区内造園業者と協働で体験型講座を実施（11月）
・園芸をテーマにした企画展示の実施（1月）

・ポスターの掲示、ブックリストへの２次元コードの掲載等

・おはなし会等実施時の絵本セットのＰＲ（月２回程度）

・栄区地域子育て拠点「にこりんく」や、４か月健診でおはなし会を実施
（毎月）

・一日図書館員、夏休みこどもエコスクール、インターンシップを開催（7
‐8月）
・図書館での司書によるおはなし会（毎月）
・子ども向けの本の紹介事業「図書館でなによむ？」を活用した、子どもや
保護者が司書に相談しやすい環境の整備。（通年）

・子育て支援拠点や地区センター等と連携した事業や情報交換の実施（年10
回程度）

・関連研修の受講（５回）、職場内での意見交換（随時）

・LLブックや点字付き絵本などの購入（50冊）

・学校司書研修（６月）等での教職員向け貸出の周知

・学校司書研修（６月）、読み聞かせボランティア講座（10月）

・学校訪問、図書館見学、児童生徒が製作した読書活動にかかる成果物の展
示など（年６回程度）

・栄区地域子育て拠点「にこりんく」の活動を紹介する展示（８月）
・埋蔵文化財センターと区内の遺跡などを紹介する展示（２月）
・区内施設のスタンプラリーに参加する。(11月）

・企画展示を行い、関連図書の展示をあわせて実施する（年20回程度）

・神奈川県行政書士会戸塚支部との協働により講座を開催（10月）

・チラシの配架、提供の呼びかけ

・区内企業のＣＳＲ等の活動を紹介する展示（７月）

・図書修理ボランティア希望者向けに、図書の修理講座を実施（11月）

・市立図書館XアカウントやLINE、広報よこはま、パマトコなどを活用（通
年）

・受入冊数：120冊

・購入冊数：50冊

・購入冊数：50冊

・購入冊数：160冊

・購入冊数：20冊

空調機器の点検（８回）、修繕（適宜）
10
図書館施設の管理強化

・空調設備の保守点検・清掃を行います。

8

図書館情報の発信

・図書館で行うおはなし会やイベントなどの情報を発信します。

9

区民の課題解決に役立つ図書館資料の収集

・区役所、地域への呼びかけにより郷土資料を寄贈で収集します。

・高齢化率が高い区の特色に基づき、豊かな老後を送るために参考となる資料を収集します。

・横浜グリーンエクスポの開催に向けた機運醸成のための事業を実施することを踏まえ、園芸に関する資料を収集し
ます。

・小中学生の知的好奇心を満足させ、学校での学習に役立つ資料を収集します。新刊書を中心に、知識の本のうち工
学、産業、芸術、語学の本を購入します。

・「はじめてものがたりコーナー」を買換えや新規購入により更新します。

6

学校や区内施設との連携

・教育に活用してもらうため小中学校への教職員向け貸出を推進します。

・学校向けプログラムを実施します。

・区内の施設等と連携し、区内の魅力の紹介や情報発信に努めます。

・学校司書や学校ボランティアを対象とした研修を行います。

7

地域や区役所との連携

・区役所と連携し、区民への情報提供を行います。

・市民が直面する法律に関する問題解決を支援する事業を行います。

・地域情報専用の掲示板を館内に設け、地域情報の交流の場を提供します。

・区内の企業等と連携し、区内の魅力の紹介や情報発信に努めます。

・図書の修理ボランティアの活動を支援します。

5
読書バリアフリーへの理解の促進

・りんごの棚を新設し、充実を図ります。

4

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

読書活動の推進

・幅広い世代が読書に親しめるような事業を実施します。

・横浜グリーンエクスポ開催に向けた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・電子書籍サービスの利用促進に取り組みます。

2

3

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・子育て世帯向けに読書や図書館に関心を持ってもらうための事業を実施します。

・子どもたちに読書や図書館に関心をもってもらうため、体験型のイベントやおはなし会を実施します。

目標

1
デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。


